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長 新 任 挨 拶  東京都千葉福祉園長 ZJ\J¦ ¦ 秀司

令和 5 年 4 月付 きで千葉福祉 園長 に着任 いた しま した小川 と申 します。平成31年 4 月

か らの 2 年 間は事 業 団本部 で事務 局長 を してお りま したので、本 園 にも馴染 みがあ りま

すが、 このたび は園長 と して の立場 で、皆様 に信頼 して いただ けるよう、 しっか りとそ

の職責 を果 た して いく所存です。

さて、 この 3 年 あ ま りの コ ロナ禍 のなかで、 ご利用者 の皆様 、 ご家族 ・保護者 の皆様 には、大変 な

ご不便 をおか けいた しま した ことをお詫 び 申 し上 げます。 また、前例 のない困難 な状況下 にあ っても、

常 に利用者本位 に考 え、奮 闘 して こ られた職員 の皆様 にも心 か らの感謝 と敬意 を表 した い と存 じます。

今後 は、 この苦 しい経験 を奇貨 と して、 よ り良 い千葉福 祉 園 にア ップデー トして いけるよ う、職員

ととも に精一杯 努力 して ま い りますので 、引 き続 き、皆様 の ご理解 とご協 力 を賜 ります よ う、 どうぞ

よろ しくお願 い申 し上 げます。

噸 管理O W1任援榜
矢澤 実生

4 月 よ り健 康 管 理 室 に着 任 い た しま した

矢澤 です。よろ しくお願 いいた します。

以 前 は、 臨床 の現 場 にお りま した が、 ご

縁 が あ って 東 京 都 千 葉 福 祉 園 にお世 話 にな

る こ と とな りま した。 わ か らな い こ とば か

りで はござ いますが、少 しでも利用者 の方 々

や 職 員 の皆 様 の お役 に立 て るよ う努 め て ま

い りた い と思 い ます。 どうぞ よ ろ しくお願

いいた します。

歯科 石山 直欣
新 型 コ ロナ ウィ ル ス感染 症 が蔓 延 して か ら基 本 的

に歯科外来 は急患体制 で した。

2023年 5 月 よ り新型 コロナ ウィルス感染 は 5 類 に

な りま したので歯科検診 を再 開致 します。

5 類 とはい え歯 科 診 察 は飛沫 が 多量 に飛散 す るた

め新 型 コ ロナ ウィ ル ス感染 には万 全 の対策 で 臨 み ま

す。診療 室 内 は狭 い こ とも あ り少 人 数 で の検 診 再 開

と致 します。

ご理解 とご協力くださいますようお願い申し上げます。

の新型 コロナウィルス対応
副園長 (支援第一部門 • 支援第二部門) 坂本 修平 • 渡辺 ネロ美

新型 コ ロナ ウィ ル ス感染症 は、感染症 法 上 の 2 類相 当 か ら 5 類 に移行 した こ とか ら当 園 にお いて も

6 月 か ら各 種 対応 を変更 して ま い ります。 ただ、当 園 は高齢者 や基礎疾 患 の あ る方 な ど重症 化 リス ク

の高 い方 々が入所 されてお りますので 、段 階 を踏 みなが ら徐 々 に進 め させて いただきます。具体 的 には、

日中活動 につ いて 、屋 内科 • 屋 外科 の活動 を每 日開催 す る ととも に、寮 外 出 につ いて も原則 コ ロナ前

と同様 の実施 といた します。外 泊 につ いて は、当面 の 間、中止継 続 とさせて いた だ き ます が、面会 は

一部制 限 を継続 と しつつ、 7 月か ら、飲食 や他 ご家族 との交流等 も可能 とな ります。

引 き続 き、 園職 員一丸 とな って感 染 防止 につ とめて まい ります ので 、 ご理解 • ご協 力 の ほ ど、 よろ

しくお願 いいた します。
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今年度 も感染対策 の一環 と して、一部 の外部 団体 と職 員 ・利 用者様 のみで の実施 とな りま した。今 年度 の

お花見 会 は、大運動療 法室 を会場 と したイベ ン トブー ス (釣 りゲーム • 当 て く じ ・輪投 げ) 、ZOOMによ る

各寮紹介 の視聴 を行 いま した。 メインイベ ン トは袖 ケ浦高校 吹奏楽部 によるマーチ ングバ ン ド演奏 ! オープ二

ング と してマーチ ングで園内を周 回 し、寮の前で は立ち止 まって演奏 を して いただきま した。 これ まで と違 う

演 出で演奏 を して いただき、利用者の皆様 か らは大 きな歓声が、上 が りま した。

桜 の花 は残 りわず かとなったお花見会 とな りま したが、園内の至 るところで利用者様 の笑顔 が咲き誇 るお花

見会 とな りました。

行事担当 自立支援グループリーダー 佐久間 誠一
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錠 司 (事 業 推 進 G )
弘 美 (つ く し寮 )
康 子 (あ や め 寮 )

黒 川 智 子 (ひ ま わ り寮 )
鰭 崎 八 千 代 (ひ まわ り寮 )
佐 々 木 弘 美 ( まつ ば 寮 )
菅 崎 鋼 一 ( まつ ば寮 )

あさひ寮 大柿光男
令 和 5 年 3月 31 日 、 私 は 無 事 に定 年 を 迎 え ま した 。 振 り返 れ ば 昭

和 60 年 4月 1日 、 当 時 は養 育 院 千 葉 福 祉 ホー ム と呼 ば れ て い た 当 園

に 配 属 とな り、 途 中 4 年 間 だ け 都 内 の 施 設 に 勤 め ま した が、、 再 び 舞

い 戻 り職 業 人 生 の 大 半 を この 地 で 過 ご さ せ て い た だ き ま した 。 と く

に最 後 の 一 年 は 、利 用 者 の 皆 様 に直 接 支 援 を さ せ て い た だ きな が ら、

今 ま で の 感 謝 の 意 を 伝 える と とも に お 別 れ の 挨 拶 を さ せ て も らい ま

した 。 これ で 思 い 残 す こ とは な い と気 持 ち の 整 理 を つ け た の で す が 、

思 って も み な か った ことに今 年 度 も再 任 用 で お 世 話 にな る こ とに な り

ま した 。 そ の た め 実 感 は 今 一 つ で す が、、 定 年 とい う一 区切 りを 迎 え

た の は確 か で す。 保 護 者 、 後 見 人 の 皆 様 に は 今 ま で の 御 礼 と感 謝 の

意 を お伝 え した い と思 い ま す。 長 い 間 どうも あ りが とうご ざ い ま した 。

侑 司 ( も くせ い 寮 )

由 隆 (つ く し寮 )

宇 宙 (つ く し寮 )

拓 也 ( あ お い 寮 )

栄 也 ( まつ ば寮 )

秀 範 (ふ じみ 寮 )

(前 列 左 か ら) 廣 瀬  洋 子 (管 理 G ) (後 列 左 か ら) 大 柿  光 男 ( あ さひ 寮 )
大 野 美 穂 子 (あ や め 寮 ) 石 山  直 欣 ( 医 長 )
松 尾 正 純 (園 長 ) 木 暮 茂 幸 (事 業 推 進 G )

(前 列 左 か ら) 永 野 真 唯 (ひ ま わ り寮 )

鈴 木 穂 乃 香 ( も え ぎ寮 )

小 川 秀 司 (園 長 )

小 出 覚 美 (あ ざ み 寮 )

湯 浅 杏 里 (ひ まわ り寮 )

押 久 保 美 佳 (管 理 G )

つくし寮 廣瀬宇宙
本 年 度 よ り つ く し寮 に 配 属 と な り ま し た 廣 瀬 宇 宙 と 申 し ま

す 。 配 属 が 決 ま っ て か ら は 毎 日 緊 張 し て い て 、 ど う い っ た 仕

事 内 容 な の か 、 ど ん な こ と を 覚 え な け れ ば い け な い の か 等 の

不 安 が た く さ ん あ り ま し た 。 し か し 、い ざ 就 職 し て み る と 、「児

童 の 為 に 何 を す る の か 」 「そ の 為 に ど う 動 か な け れ ば な ら な い

の か 」 こ れ ら を し っ か り と 考 え な が ら 児 童 に 接 す る 中 で 、日 々

の 業 務 を 熟 す 。こ う い っ た 姿 勢 が 支 援 に 繫 が っ て い く 事 を 日 々

の 動 き の 中 で 気 付 か せ て も ら え る よ う な 場 所 で し た 。

社 会 人 1 年 目 で 分 か ら な い こ と だ ら け で す が 、 他 職 員 の 背

中 を 追 い か け 、 日 々 学 び 、 少 し で も 力 に な れ る よ う に 努 力 し

た い と 思 い ま す 。 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

圓向すぐッ

A

活 動 支 援 グル ープ リー ダー 高 橋 一 嘉

コロナ禍 で、今 まで縮 小 して きた行 事 を少 しず つ 、集 合 形 式 で 開 催 して い く予 定 で す。
開 催 方 法 等 につ いて は直 近 にな りま した ら、皆 様 にお 知 らせ い た します。
利 用 者 の 皆 様 が 楽 しんで 参 加 して いた だ けるよう企 画 、実 施 い た します。
よろ しくお願 い いた します。

7 月15日 (±) 夏イベン ト
10月 1 日 ( B ) 園まつり
11月12日 ( B ) 日中活動参観
12月 2 日 (±) 冬イベン ト
12月17日 ( B ) 面会日 クリスマス会

(男性担当)

お 問 い 合 わ せ 先

(女性担当)

都 内お よび 千 葉 県 内 (袖 ケ 浦 市 • 市 原 市 •木 更 津 市 •

君 津 市 • 富 津 市 ) に居 住 さ れ て い る 18歳 以 上 の 知 的

障 害 者 が 、ご家 族 の 事 情 等 によ り介 護 が 困難 な 時な ど

に短 期 間 、施 設 をご利 用 して い た だ けるサ ー ビスで す。

詳 細 につ き ま して はお 電 話 にてお 問 い合 わ せ くだ さい 。

生活支援第三グループ
0 4 3 8 (6 2) 5 3 4 2

生活支援第五グループ
0 4 3 8 (6 2) 5 3 8 2

編集後記 ・. .

青葉の候 、保護者 ・後見人 の皆様 におかれま して はお健 やかにお過
ご しの ことと存 じます。

今年のお花見会 では袖 ケ浦高校 の吹奏楽部 を招 き、園内をマーチン
グ していただきま した。少 しずつではあ りますが コロナ禍 が収束 しイ
ベ ン トが活気立つ ことにうれ しく思います。

当園 におきま しても引 き続 き コロナ ウィルス対策 を行 いなが ら利用
者 の皆様 が楽 しんでいただ けるよ うイベ ン トや活動 を提供 してまい り
たい と思 います。今年度 も当園の運営 にご協力の ほ どよろ しくお願 い
いた します。

あおい寮 岩本 悠希
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掲 載 記 事 と 写 真 は !・千 葉 福 祉 園 個 人 情 報 保 護 方 針 」に 基 づ い て 利 用 者 の 同 意 を 得 て い ま す 。


